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「
愚
禿
釈
鸞
建
仁
辛
酉
暦
棄
二
雑
行
一
兮
帰
二
本
願
ー
」
(
「親
鷲
聖
人
全
集
」
教 
行
信
証
二
ニ
二
ハ
一)
と
、
法
然
と
の
邂
逅
に
よ
っ
て
獲
た
廻
心
の
体
験
を
生 
涯
忘
れ
得
ぬ
出
来
事
と
し
て
、
親
鸞
自
か
ら
『
教
行
信
証
』
後
序
に
記
し 
て
い
る
。
こ
の
言
葉
に
は
、
こ
れ
迄
の
自
力
難
行
の
立
場
が
、
も
は
や 
「
雑
」
と
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
新
し
い
価
値
界
に
開
眼
し
た
事
を
表 
わ
し
、
親
鸞
の
実
存
を
通
し
た
明
確
な
行
の
選
択
の
証
知
が
語
ら
れ
て
い 
る
。
こ
の
よ
う
な
根
本
的
立
場
の
転
換
は
、
外
に
は
「
た
だ
念
仏
し
て
弥 
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
」(
「親
鸞
聖
人
全
集
」
言
行
篇
ー
・
五)
と
い
う 
法
然
の
教
を
縁
と
し
、
内
に
は
「
い
づ
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ 
ば
」
と
自
覚
し
放
下
せ
ら
れ
た
親
範
自
身
の
如
来
を
所
依
と
し
た
身
体
的 
決
断
の
証
知
を
因
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
た
だ
念
仏
し
て
」 
と
い
う
単
純
明
快
な
師
の
言
葉
の
前
に
、
難
行
が
自
己
に
可
能
な
道
と
予 
想
し
自
負
し
て
い
た
限
り
な
き
自
己
を
知
ら
ざ
る
甘
さ
、
暗
さ
と
し
て
知 
ら
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
一
挙
に
そ
の
立
場
が
砕
か
れ
「
い
づ
れ
の
行
も 
お
よ
び
が
た
き
」
罪
障
の
身
を
露
わ
し
、
そ
の
ま
ま
「
た
だ
念
仏
」
の
身 
に
落
在
せ
し
め
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
叡
山
二
十
年
の
自
力
の
苦
闘
が 
熾
烈
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
法
然
と
の
値
遇
に
よ
る
廻
心
の
感
激
は
、
身
心
悦
豫
の
喜
び
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
「
建
仁
辛
酉
暦
」
と
自
記
す
る
如 
く
、
そ
れ
は
確
か
に
親
鸞
の
生
涯
を
画
す
る
大
事
件
で
あ
っ
た
と
見
て
よ 
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
後
序
の
言
葉
は
、
確
か
に
一
応
の
本
願
と 
の
出
遇
い
の
体
験
を
語
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
た
だ
単
に
建
仁
辛
酉
暦
と 
い
う
過
去
の
日
の
一
回
的
な
宗
教
体
験
の
思
い
出
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る 
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
力
の
歩
み
に
終
止
符
を
打
ち
、
 
一
挙
に
他
力
救
済
が
完
成
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
こ
か 
ら
「
帰
一
ー
本
願
ー
」
と
い
う
廻
心
の
内
容
が
生
涯
に
渡
っ
て
確
か
め
ら
れ
、 
反
復
相
続
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
こ
の
体
験
か
ら
親
鸞
の
方
向
を
持
つ 
た
真
の
意
味
で
の
求
道
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
体
験
は
以 
後
の
親
鸞
の
求
道
生
活
を
一
貫
し
て
支
え
包
む
基
盤
で
あ
る
と
共
に
、
内 
容
的
に
は
そ
の
歩
み
を
通
し
て
明
さ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
の
「
三
願
転
入
」 
の
自
覚
構
造
そ
の
も
の
を
も
包
含
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
親 
鸞
に
お
い
て
は
、
「
帰
一-
本
願­
」
し
た
信
の
内
容
そ
の
も
の
が
新
た
に
問 
題
に
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
の
徹
底
し
た
批
判
純
化
を
通
し
て
第
十 
ハ
願
中
に
包
摂
さ
れ
た
第
十
九
、
二
十
願
の
方
便
の
願
意
を
汲
み
取
り
、
 
特
に
念
仏
の
信
に
お
け
る
不
純
性
と
し
て
第
一 
ー
十
願
の
発
見
と
位
置
づ
け 
と
い
う
独
自
の
己
証
が
明
さ
れ
て
く
る
。
第
二
十
願
位
の
発
見
は
、
正
に 
「
三
願
転
入
」
の
自
覚
構
造
の
中
枢
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
『
教
行
信
証
』 
の
他
力
廻
向
教
学
を
大
成
す
る
要
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
親 
魁
の
師
教
、邂
逅
以
後
に
お
け
る
自
覚
過
程
を
推
し
つ
つ
、
第
二
十
願
の
解 
明
に
少
し
く
愚
考
を
述.
へ
て
み
た
い
。
第
二
十
願
の
念
仏
と
は
、
「
就
一
一
雑
行
一
有--
専
行-
」
「
専
行
者
専
修
ニ
89
善
一
日
ー
ー
専
行
ー
」(
教
行
信
証
ニ
ニ
ー
九
〇)
と
い
う
万
行
諸
善
の
内
か
ら
専
ら
称 
名
の
一
行
を
修
す
る
所
謂
万
行
随
一
の
念
仏
を
言
う
の
で
は
な
い
。
万
行 
の
内
か
ら
念
仏
一
行
を
選
ん
で
も
、
立
場
は
あ
く
迄
定
散
自
力
で
あ
る
か 
ら
、
こ
の
念
仏
は
未
だ
決
し
て
自
力
に
撞
着
し
て
い
ず
、
第
二
十
願
機
と 
し
て
問
題
に
さ
れ
る
自
力
念
仏
と
は
質
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
親
鸞 
の
問
題
に
し
た
第
二
十
願
念
仏
は
、
定
散
自
力
の
立
場
を
翻
え
し
て
、
本 
願
名
号
に
帰
託
し
な
が
ら
も
、
そ
の
念
仏
の
信
の
内
奥
に
露
わ
に
し
て
来 
る
人
間
自
力
の
最
後
的
な
我
性
の
問
題
を
言
う
の
で
あ
り
、
た
だ
鋭
い
精 
神
の
洞
察
家
の
真
摯
な
信
仰
の
歩
み
に
お
い
て
始
め
て
撞
着
す
る
根
本
問 
題
を
言
う
。
親
鸞
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
人
間
内
奥
に
潜
む
自
力
の
迷
執
性 
に
生
涯
悩
ま
さ
れ
た
問
題
で
あ
り
、
念
仏
の
信
に
お
け
る
真
仮
の
批
判
こ 
そ
終
生
の
課
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
発
菩
提
心
修
諸
功
徳
」(
「真
宗
聖
教
全
書
」
ー
・
九)
と
い
う
第
十
九
願
的 
在
り
方
に
破
れ
、
「
た
だ
念
仏
」
す
る
身
と
な
っ
た
在
り
方
は
、
一
応
「
設 
我
得
レ
仏 
十
方
衆
生
至
レ
心
信
楽
欲
レ
生
二
我
国
一
乃
至
十
念 
若
不
レ
生
者 
不
レ
取
ー
ー
正
覚
一
唯
除
二
五
逆
誹
謗
正
法
一
」(
同)
と
の
第
十
八
の
本
願
に
即 
爾
に
応
え
た
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の
決
断
に
お
い
て
は
念
仏
者
は
他
力
の 
念
仏
を
選
取
し
た
つ
も
り
で
あ
り
、
第
十
八
願
の
念
仏
と
自
か
ら
自
負
し 
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
負
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
第
十
八
願
が
、
本
願 
に
全
存
在
を
帰
託
し
た
と
意
識
し
て
い
る
そ
の
決
断
の
底
に
、
な
お
一
層 
深
い
無
意
識
の
執
拗
な
る
自
力
の
執
心
が
潜
在
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
行
き 
当
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
念
仏
の
信
心
の
自
覚
の
深
化
に
つ
れ
て 
露
わ
に
な
っ
て
く
る
人
間
の
根
源
罪
障
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、 
親
鸞
は
こ
の
よ
う
な
人
間
内
奥
の
根
源
罪
障
の
主
体
的
自
覚
を
、
第
二
十
願
の
機
の
発
見
と
し
て
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
十
願
と
は
、
「
大
経
」
に
「
設
我
得
レ
仏
十
方
衆
生
聞
二
我
名
号
一 
係
一
ー
念
我
国
一
植
ー
ー
諸
徳
本
一
至
レ
心
廻
向
欲
レ
生
二
我
国
一
不
二
果
遂
ー
者
不
レ
取
ー
ー 
正
覚
一
」(
聖
全
一-
一
〇)
と
説
か
れ
る
が
、
親
鸞
が
こ
の
願
を
「
可
三
名
二
至 
心
廻
向
之
願
一
也
」(
教
行
信
証
二1
一
九
四)
と
名
け
る
如
く
、
「
至
心
廻
向
」 
し
て
「
欲
生
」
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
最
も
よ
く
第
二
十
願
機
の
性
格
を 
表
わ
し
て
い
る
。
第
十
九
願
の
機
相
を
特
徴
づ
け
て
い
た
「
発
願
」
の
内 
容
も
「
所
作
一
切
善
根
悉
皆
回
願
一
ー
往
生
一
故
名
一
ー
回
向
発
願
心
一
」
竅
行
信 
証
二
・
二
ハ
三)
と
い
わ
れ
る
如
く
「
回
向
発
願
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
廻
向 
さ
れ
る
も
の
は
諸
善
万
行
で
あ
り
、
本
よ
り
往
生
の
因
で
は
な
か
っ
た
。 
第
二
十
願
の
廻
向
は
、
第
十
九
願
の
そ
れ
と
全
く
質
を
異
に
し
た
無
意
識 
な
る
廻
向
心
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
廻
向
発
願
の
立
場
に
破
綻
し
、
「
い 
づ
れ
の
行
も
及
び
難
き
身
」
と
放
下
さ
れ
た
る
存
在
の
全
体
が
、
今
度
は 
存
在
自
体
が
廻
向
的
と
な
っ
て
一
心
に
「
み
を
よ
ろ
こ
ば
し
」
「
こ
こ
ろ 
を
よ
ろ
こ
ば
し
」(
聖
全
二
・
六
〇
五)
め
る
法
悦
の
陶
酔
に
浸
ろ
う
と
す
る
。 
諸
善
諸
行
の
全
て
を
棄
て
て
名
号
に
全
託
し
た
念
仏
者
に
と
っ
て
、
自
己 
存
在
の
証
し
は
も
は
や
名
号
の
憶
念
に
よ
る
以
外
に
何
物
も
な
い
。
言
い 
換
え
れ
ば
、
名
号
と
の
値
遇
に
よ
り
自
己
存
在
の
深
さ
を
覚
し
た
実
存
が
、 
今
度
は
存
在
そ
の
も
の
を
賭
け
て
廻
向
的
と
な
り
、
以
て
無
意
識
の
内
に 
そ
の
自
覚
の
深
淵
に
陶
酔
し
よ
う
と
す
る
在
り
方
と
言
え
よ
う
。
そ
の
執 
心
牢
固
さ
は
、
『
阿
弥
陀
経
』
に
「
聞
レ
説
ー
ー
阿
弥
陀
仏
一
執
二
持
名
号
一
若
一 
日
(
乃
至)
七
日
一
心
不
レ
乱
其
人
臨
ー
ー
命
終
時
一
」(
聖
全
一1
ハ
九)
と
説
か 
れ
る
如
く
、
正
に
臨
終
ま
で
期
し
て
一
心
に
名
号
を
執
持
相
続
せ
ん
と
す 
る
。
し
か
し
、
行
者
を
し
て
廻
向
的
存
在
た
ら
し
め
た
自
覚
契
機
は
、
自
90
己
の
罪
障
性
で
あ
っ
た
か
ら
、
名
号
の
執
持
は
内
容
に
お
い
て
は
そ
の
ま 
ま
自
己
罪
障
性
へ
の
執
持
で
あ
る
。
自
覚
さ
れ
た
罪
障
性
は
、
そ
れ
が
自 
覚
な
る
故
に
か
え
っ
て
罪
障
の
無
底
性
を
凝
視
せ
し
め
る
事
と
な
る
。
こ 
の
よ
う
な
罪
障
存
在
の
自
覚
執
持
は
、
第
十
九
願
的
な
「
定
散
諸
機
各
別
」 
の
浅
き
主
観
の
自
己
反
省
心
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
主
体
の
内
面
底 
深
く
潜
在
し
、
主
観
そ
の
も
の
を
呑
み
尽
す
根
源
的
な
深
淵
に
関
わ
る
こ 
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
罪
障
感
は
、
そ
の
深
刻
性
に
よ
っ
て
常
に
自 
己
存
在
の
根
源
的
な
自
覚
の
現
在
に
お
い
て
、
一
切
時
に
相
続
し
て
い
る
。 
こ
の
よ
う
に
、
第
二
十
願
の
宗
教
的
実
存
の
内
面
は
、
執
心
牢
固
な
る 
一
心
の
内
に
果
し
な
く
深
ま
る
罪
障
と
の
戦
い
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
共 
に
、
外
に
は
現
実
社
会
と
の
緊
張
関
係
を
遊
離
し
て
、
孤
独
存
在
の
深
刻 
性
を
誇
り
自
己
分
裂
的
観
念
の
殻
に
埋
没
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
一
度
び 
こ
の
深
淵
に
落
ち
込
ん
だ
者
は
、
も
は
や
再
び
人
間
内
在
の
あ
る
種
の
努 
力
に
よ
っ
て
脱
出
す
る
望
み
は
な
い
。
念
仏
す
る
身
に
取
っ
て
、
こ
の
深 
淵
の
自
覚
が
限
り
な
き
重
圧
と
な
る
。
あ
る
時
は
熱
狂
的
な
歓
喜
が
、
あ 
る
時
は
限
り
な
き
絶
望
が
交
錯
し
、
「
若
存
若
亡
」
す
る
信
心
の
内
に
、 
や
が
て
そ
の
歓
喜
も
薄
ら
ぎ
、
信
仰
の
自
己
矛
盾
と
も
言
う
べ
き
、
い
づ 
こ
に
も
出
口
を
見
出
す
こ
と
の
出
来
な
い
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
淵
が
露
わ 
に
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
第
二
十
願
の
問
題
は
、
念
仏
の
法
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は 
な
い
。
「
良
教
者
頓
而
根
者
漸
機
行
者
専
而
心
者
間
雑
」(
教
行
信
証
ニ
ニ
ー
九 
五)
と
言
う
如
く
、
そ
れ
に
関
わ
る
こ
ち
ら
の
心
根
が
ど
こ
迄
も
「
雑
」 
で
し
か
あ
り
得
な
い
と
い
う
人
間
そ
の
も
の
の
問
題
性
な
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
、
親
鸞
は
「
化
身
土
巻
」
の
真
門
釈
に
「
雑
心
者
大
小
凡
聖
一 
切
善
悪
各
以
ニ
助
正
間
雑
心
一
称
二
念
名
号
一
」
「
定
散
之
専
心
者
以
!
I
信
二
罪 
福
一
心
三
願
二
求
本
願
カ
ー
」
竅
行
信
証
二
丄
九
五)
と
述
べ
、
三
願
転
入
文
で 
は
「
以
ー
ー
本
願
嘉
号-
為
二
己
善
根
一
故
」(
同:
〇
九)
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、 
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
『
無
量
寿
如
来
会
』
の
第
二
十
願 
文
が
よ
く
語
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
若
我
成
仏
無
量
国
中
所
有
衆
生
聞
三 
説
二
我
名
一
以
己
善
根
回
ー
ー
向
極
楽
一
若
不
二
生
一
者
否
ニ
取
ー
ー
菩
提
ニ
と
。
第 
二
十
願
位
は
た
ま
た
ま
仏
の
名
号
を
聞
く
事
を
得
て
も
、
そ
の
名
号
を
以 
て
己
が
善
根
と
執
し
、
私
に
奪
い
、
自
の
功
と
し
て
名
を
称
し
、
以
て
功 
徳
の
本
と
し
て
固
執
す
る
在
り
方
と
言
わ
れ
る
。
誠
に
、
遇
い
難
き
仏
の 
名
号
に
遇
い
得
た
自
覚
者
の
内
面
に
は
、
名
号
を
善
本
徳
本
と
私
に
執
し
、
 
無
意
識
の
内
に
深
い
誇
り
の
心
、
選
ば
れ
た
る
者
の
意
識
が
内
在
さ
れ
て 
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
が
第
十
八
願
だ
と
無
意
識
に
自
負
す
る
、
そ 
の
瞬
間
に
既
に
第
二
十
願
位
に
顚
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
十
九
願
が 
定
散
の
諸
善
に
対
し
て
執
し
て
い
た
自
力
性
の
残
滓
が
、
今
度
は
名
号
に 
対
し
て
一
層
深
く
執
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
十
願
機
の
陥
る
と
こ
ろ
を
、
 
『
大
経
』
下
巻
の
「
智
慧
段
」
の
文
を
引
い
て
示
し
て
い
る(
こ
の
文
は
『
三 
経
往
生
文
類
』
に
は
第
二
十
願
成
就
文
と
さ
れ
て
い
る)
。
「
若
有
二
衆
生-
以
二
疑
惑
心-
修
二
諸
功
徳
一
願
レ
生
一
彼
国
一
不
レ
了
一
一
仏 
智
不
思
議
智
不
可
称
智
大
乗
広
智
無
等
無
倫
最
上
勝
智
一
於
ー
ー
此
諸
智
一 
疑
惑
不
レ
信
然
猶
信
二
罪
福
一
修
一
ー
習
善
本
一
願
レ
生
ニ
其
国
一
此
諸
衆
生
生
ー
ー 
彼
宮
殿
一
寿
五
百
歳
常
不
レ
見
レ
仏
不
レ
聞
二
経
法
一
不
レ
見
二
菩
薩
声
聞
聖
衆
ー 
是
故
彼
国
土
謂
一
一
之
胎
生­
」(
聖
全
二.
五
五
八)
。
こ
の
文
こ
そ
、
第
二
十
の
因
願
の
意
を
一
層
明
瞭
に
語
っ
て
い
る
。
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「
以
ー
ー
本
願
嘉
号
一
為
一
ー
己
善
根
ー
」
固
執
の
在
り
方
は
、
正
し
く
本
願
を
疑 
惑
す
る
罪
に
由
る
と
説
か
れ
る
。
弥
陀
の
誓
願
を
疑
い
名
を
執
す
る
第
二 
十
願
機
の
信
心
の
体
を
抑
え
れ
ば
、
罪
福
信
ず
る
自
力
信
の
外
な
き
事
が 
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
罪
の
堕
す
る
処
は
「
胎
宮
」
で
あ
る
。
だ
が
、
ー
 
応
は
「
由
商
工
仏
名-
起
二
信
心
一
」(
数
行
信
証
二
・
二
七
四)
に
よ
っ
て
「
生
二 
彼
国
一
」
ず
る
を
得
る
か
ら
、
「
各
於
ー
ー
其
中
一
受
ニ
諸
快
楽
一
如
ー
ー
协
利
天
上
一 
亦
皆
自
然
」(
同1
一
七
二)
と
い
う
自
娯
楽
の
楽
し
み
が
あ
る
。
第
十
九
願 
機
に
は
未
だ
真
面
目
な
反
省
心
が
あ
っ
た
が
、
既
に
得
た
り
と
自
負
す
る 
第
二
十
願
機
は
、
こ
の
快
楽
の
胎
宮
に
腰
を
落
し
、
求
道
の
歩
み
を
止
め 
て
し
ま
う
故
、
長
く
「
不
見
三
宝
」
の
難
に
堕
す
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
。 
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
有
二
諸
小
王
子
一
得
二
罪
於
王-
輒
内
ー
ー
彼
宮
中
一
繫
以
二 
金
鎖
ー
」
に
「
此
諸
王
子
寧
楽
ニ
彼
処
ー
」(
聖
全
一
・
四
四)
と
譬
え
ら
れ
る
如 
く
で
あ
る
。
「
疑
城
胎
宮
」
「
辺
地
」
「
懈
慢
」
の
名
は
い
づ
れ
も
、
不 
思
議
の
誓
願
を
疑
ひ
、
広
大
無
辺
の
報
土
の
内
に
小
さ
く
我
執
の
若
を
築 
き
ゝ
歩
み
を
止
め
て
し
ま
う
と
い
う
第
二
十
願
の
弊
を
象
徴
し
て
い
る
。 
誠
に
、
二
十
願
の
機
は
「
既
に
得
た
り
」
と
い
う
自
負
心
を
以
て
、 
更
に
謙
虚
に
教
法
を
聞
く
姿
勢
を
失
す
る
。
善
導
は
『
往
生
礼
讃
』
に
専 
修
の
者
に
四
得
を
、
雑
修
の
者
に
十
三
失
を
掲
げ
て
い
る
が
、
親
鸞
は
こ 
の
十
三
失
中
の
後
の
四
失
を
「
専
修
雑
心
」
と
し
て
「
三
願
転
入
文
」
の 
前
に
引
用
し
、
以
て
第
二
十
願
の
失
と
し
て
い
る
。
「
不
三
相
続
念
二
報
彼 
仏
恩
一
故
、
心
生
二
軽
慢
一
雖
レ
作
ー
ー
業
行
一
常
与
ー
ー
名
利
一
相
応
故
人
我
自
覆
不
三 
親
二
近
同
行
善
知
識
一
故
楽
近
一-
雑
縁-
自
二
障
障
ヨ
他
住
生
正
行-
故
」
(
聖
全 
ー
・
六
五
二)
と
の
四
失
は
、
実
に
よ
く
専
修
雑
心
の
二
十
願
の
失
を
表
わ 
し
て
い
る
。
か
た
ち
は
「
専
修
」
で
あ
る
が
、
心
は
「
雑
心
」
で
し
か
な
い〇
こ
の
「
雑
心
」
こ
そ
も
は
や
自
力
を
以
て
断
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 
一
切
か
ら
頑
迷
に
己
を
閉
じ
込
め
、
世
界
の
い
づ
こ
に
も
通
路
を
得
な
い
、
 
こ
の
悲
傷
す
べ
き
絶
望
的
な
孤
独
者
た
る
一
人
に
出
逢
っ
た
の
で
あ
る
。 
親
鸞
が
、
廻
心
の
感
激
も
さ
め
、
や
が
て
こ
の
よ
う
な
「
念
仏
ま
ふ
し
さ 
ふ
ら
へ
ど
も
」(
言
行
篇
一
・
二)
と
い
う
深
刻
な
一
大
疑
団
に
直
面
せ
ね
ば 
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
越
後
の
地
で
の 
流
罪
生
活
を
通
し
て
露
わ
に
な
っ
て
来
た
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
承
元
の
法
難
を
機
縁
に
し
て
、
親
鸞
の
宗
教
は
、
法
然
の
教
団
が
未
だ 
拭
い
切
れ
な
か
っ
た
仏
教
自
体
の
高
踏
性
観
念
性
を
微
塵
に
払
却
し
て
、 
業
縁
の
大
地
に
呻
吟
す
る
「
群
前
」
の
宗
教
と
し
て
万
人
に
公
開
さ
れ
る 
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
期
に
、
親
鸞
は
「
爾
者
已
非
ー
ー
僧
罪
ー
ー
俗
一
是
故 
以
二
禿
字
一
為
二
姓-
」(
教
行
信
証
二
・
三
八
一)
と
改
め
て
自
か
ら
を
名
告
る
の 
で
あ
る
が
、
か
く
自
己
を
名
告
ら
し
め
た
も
の
こ
そ
、
流
罪
の
地
、
越
後 
に
待
ち
受
け
て
い
た
生
活
で
な
か
っ
た
か
。
そ
の
地
で
親
鸞
が
ま
ざ
ま
ざ 
と
見
た
も
の
は
、
「
う
み
、
か
わ
に
、
あ
み
を
ひ
き
、
つ
り
を
し
て
世
を 
わ
た
る
も
の
、
野
や
ま
に
し
し
を
か
り
、
と
り
を
と
り
て
、
い
の
ち
を
つ 
ぐ
と
も
が
ら
」
「
あ
き
な
い
を
し
、 
田
畠
を
つ̂
り
て
す
ぐ
る
ひ
と
」 
(
言
行
篇
一
・
二
三)
逹
の
生
存
の
実
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
生
き
ん
が
為
に
は 
生
物
の
生
命
を
取
り
、
人
を
詐
く
こ
と
を
一
生
の
生
業
と
し
て
い
る
人
 々
で
あ
り
、
そ
う
す
る
以
外
生
き
る
術
を
知
ら
な
い
浅
間
し
く
も
厳
し
い
現 
実
に
身
を
置
い
て
生
き
て
い
る
人
間
の
実
態
で
あ
っ
た
。
当
時
の
教
界
か 
ら
は
見
離
さ
れ
、
社
会
か
ら
も
「
非
人
」
と
し
て
蔑
ま
れ
、
正
に
泥
ま
み 
れ
の
大
地
に
這
っ
て
生
き
る
「
群
萌
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
人
々
。
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そ
の
只
中
に
投
げ
込
ま
れ
て
、
自
か
ら
も
群
萌
の
一
人
と
し
て
生
き
ね
ば 
な
ら
な
く
な
っ
た
親
鸞
は
、
今
や
こ
れ
ら
の
人
々
か
ら
自
己
を
仮
立
し
て 
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
浄
土
宗
の
人
は
愚
者
に
な
り
て
往
生
す
」 
(
樂
舍
一'
ハ
六
五)
と
い
う
法
然
の
教
え
に
遇
い
、
自
身
の
「
愚
」
に
思
い
を 
至
し
「
た
だ
念
仏
」
す
る
身
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
や
、 
浅
間
し
く
も
す
さ
ま
じ
い
現
実
を
前
に
し
て
、
「
愚
」
の
現
実
が
無
底
の 
広
が
り
を
湛
え
て
念
仏
申
す
身
の
足
下
を
根
底
か
ら
問
う
て
来
た
の
で
あ 
る
。
「
は
た
し
て
こ
れ
ら
の
人
々
が
救
わ
れ
る
か
。
救
わ
れ
ね
ば
自
分
も 
又
救
わ
れ
ぬ
の
で
は
な
い
か
」
。
師
な
き
荒
野
の
中
で
只
一
人
自
問
し
た 
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
七
年
に
及
ぶ
謫
居
生
活
を
通
し
て
、
親
鸞
自
身
、
現
実
は
こ 
う
し
た
生
き
方
以
外
生
き
る
す
べ
な
き
人
間
の
実
態
を
は
っ
き
り
知
っ
た 
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
さ
る
べ
き
業
縁
の
も
よ
お
さ
ば
、
い
か
な
る
ふ 
る
ま
ひ
も
す
」(
言
行
篇
一
・
二
三)
る
と
い
う
遇
縁
性
に
お
い
て
、
悪
へ
の
無 
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
自
己
が
現
に
生
き
て
い
る
と
い
う
、
も
は
や
人
間 
的
計
い
の
如
何
と
も
し
難
い
業
縁
存
在
と
し
て
生
き
て
在
る
人
間
の
実
相 
で
あ
っ
た
。
こ
の
遇
縁
性
に
お
い
て
は
、
も
は
や
彼
等
と
自
分
を
差
別
す 
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
「
た
だ
お
な
じ
」(
書
行
篇­
・
二
三)
現
実
に
身
を 
置
い
て
い
る
。
思
え
ば
、
法
然
の
教
え
に
遇
い
「
愚
」
の
一
字
に
思
い
を 
至
し
た
は
ず
の
親
鸞
が
、
こ
の
越
後
で
の
人
間
生
活
の
現
実
を
通
し
て
改 
め
て
「
非
僧
」
と
い
い
「
愚
禿
」
と
名
告
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ 
に
、
そ
の
了
解
は
未
だ
観
念
的
個
別
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
と
云
え 
よ
う
。
「
愚
者
」
の
自
覚
の
底
に
、
無
意
識
に
も
未
だ
「
僧
」
と
い
う
選 
は
れ
た
る
者
の
意
識
を
止
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
今
や
流
罪
生
活
を
通
し
て
業
縁
存
在
を
知
ら
し
め
ら
れ
た
親
鸞
は
、
内
に
宿
る
選
民
意
識
個 
別
意
識
を
根
底
か
ら
破
ら
れ
、
同
じ
遇
縁
性
に
生
き
る
こ
れ
ら
「
具
縛
の 
凡
愚
屠
沽
の
下
類
」(
聖
舍
一
・
六
四
ハ)
こ
そ
、
自
己
自
身
の
相
に
外
な
ら
な 
い
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
信
仰
の
個
別
性
を
徹
底
し
て
破
っ
て
来
た
も
の
こ
そ
、 
「
非
僧
」 
の
只
中
に
現
動
す
る
「
非
俗
」
の
事
実
で
は
な
か
っ
た
か
。
社
会
か
ら
見 
離
さ
れ
た
こ
れ
ら
「
下
類
」
を
、
仏
の
救
い
か
ら
も
漏
れ
る
の
で
は
な
い 
か
と
見
た
と
こ
ろ
に
、
親
鸞
の
自
覚
に
誇
る
僑
慢
の
思
い
が
な
か
っ
た
か
ー 
「
よ
し
あ
し
の
文
字
を
し
ら
ぬ
ひ
と
は
み
な
、
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
な
り
け 
る
を
、
善
悪
の
字
し
り
が
ほ
は
、
お
ほ
そ
ら
ご
と
の
か
た
ち
な
り
」(
聖
全 
ニ
・
五
三
一)
と
詠
う
如
く
、
親
鸞
は
越
後
で
の
布
教
活
動
を
通
じ
て
、
実 
は
本
願
の
救
い
を
「
わ
が
も
の
が
ほ
に
と
り
か
え
さ
ん
」(
言
行
篇
ー
・
一
〇) 
と
し
た
自
執
の
心
が
批
判
さ
れ
、
逆
に
こ
れ
ら
大
地
に
生
息
す
る
人
々
の 
上
に
こ
そ
如
実
な
る
本
願
の
現
動
を
感
得
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
無
知 
の
人
々
に
こ
そ
、
人
が
人
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
つ
つ
、
し
か
も
人
を
し
て 
人
た
ら
し
め
て
い
る
純
粋
生
命
の
深
い
願
い
を
感
得
し
た
の
で
あ
る
。 
「
自
然
と
い
ふ
は
も
と
よ
り
し
か
ら
し
む
る
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
弥
陀 
仏
の
お
ん
ち
か
ひ
の
も
と
よ
り
行
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら
ず
」(
聖
全
二
・
五 
三)
と
、
人
間
内
奥
の
「
雑
心
」
が
拭
却
せ
し
め
ら
れ
、
純
粋
本
能
と
も 
い
う
べ
き
生
命
自
体
の
清
浄
な
る
妙
用
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
群 
萌
と
の
深
い
生
命
の
繫
り
を
感
じ
た
親
鸞
は
、
積
極
的
に
群
筋
の
一
人
と 
成
り
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
み
づ
か
ら
が
み
を
よ
し
と
お
も
ふ
こ
こ
ろ 
を
す
て
、
み
を
た
の
ま
ず
、
あ
し
き
こ
こ
ろ
を
か
へ
り
み
ず
、
ひ
と
す
ぢ 
に
具
縛
の
凡
愚
屠
沽
の
下
類
、
無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
智
93
慧
の
名
号
を
信
楽
す
れ
ば
、
煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
無
上
大
涅
槃
に
い
た 
る
な
り
」(
聖
全
二
・
六
四
六)
と
、
愈
々
深
く
広
く
「
た
だ
念
仏
」
の
信
念
を 
確
証
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
「
下
類
」
の
生
業
を
罪
と
い
う
な
ら
、
こ
れ 
は
も
う
生
き
る
事
自
体
の
罪
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
遇
縁
性
に
生
き
る 
人
間
に
と
っ
て
、
如
何
な
る
生
き
方
に
あ
ろ
う
と
も
、
人
間
と
し
て
生
き 
る
こ
と
は
、
無
限
の
罪
業
の
可
能
性
を
秘
め
て
生
き
て
在
る
こ
と
に
外
な 
ら
な
い
。
親
鸞
は
、
群
前
の
中
に
自
己
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間 
の
生
き
る
罪
の
無
尽
さ
を
知
り
、
そ
の
自
身
の
内
観
に
お
い
て
益
々
「­
切
群
生
海
・
自
二
従
無
始
一
已
来
乃
至
今
日
至
ー
ー
今
時
一
穢
悪
汚
染
無
二
清
浄 
心
一
虚
仮
諂
偽
無
ー
ー
真
実
心
一
」(
教
行
信
証
一
・
ー
ー
六)
と
、
自
己
の
「
無
有
出 
離
之
縁
」
を
知
ら
し
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
に
、
業
縁
存
在
の
自
覚
内
容
に
は
遇
縁
性
と
共
に
、
連
帯
性 
が
あ
る
。
越
後
で
の
生
活
を
通
じ
て
親
鸞
の
信
仰
に
新
た
に
問
題
に
な
っ 
た
こ
と
は
、
個
人
の
救
済
と
一
切
衆
生
の
関
わ
り
で
あ
っ
た
が
、
身
の
置 
か
れ
た
業
縁
の
現
実
が
個
別
的
な
自
覚
の
殻
に
閑
じ
籠
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
 
業
縁
存
在
の
自
覚
を
通
し
て
自
他
差
別
の
妄
執
が
破
ら
れ
、
深
く 
一
切
衆 
生
と
の
業
繋
断
ち
難
き
を
知
ら
し
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
親
鸞
が
自
己
の
現
実 
を
語
る
に
、
「
一
切
群
生
海
」
「
微
塵
海
有
情
」
と
絶
対
複
数
を
以
て
表 
わ
し
、
「
具
縛
は
よ
ろ
づ
の
煩
悩
に
し
ば
ら
れ
た
る
わ
れ
ら
な
り
」
「
っ 
ぶ
て
の
ご
と
く
な
る
わ
れ
ら
な
り
」(
聖
全
二±
ハ
ー
九)
と
言
っ
た
と
こ
ろ
に
、
 
連
帯
存
在
た
る
現
実
的
自
己
を
如
実
に
表
明
し
て
い
る
。
業
縁
の
繫
り
を 
深
く
自
覚
せ
る
時
、
我
に
対
し
て
い
た
他
な
る
存
在
は
と
り
も
な
お
さ
ず 
自
己
の
内
容
た
る
我
等
に
外
な
ら
な
い
。
一
切
衆
生
を
自
己
と
し
、
一
切 
衆
生
の
上
に
自
己
を
見
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
又
、
歴
史
と
社
会
を
自
己
の
責
任
と
感
ず
る
心
で
あ
る
。
故
に
、
親
鸞
の
自
己
凝
視
は
、
そ
の
後
必
然
的 
に
時
代
社
会
の
様
相
に
移
り
、
仏
の
救
済
も
個
別
的
な
枠
を
破
っ
て
「
親 
鸞
一
人
」
が
そ
の
ま
ま
「
一
切
群
生
海
」
た
る
全
人
的
救
済
の
確
証
へ
と 
深
ま
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
以
上
見
て
来
た
如
く
、
親
鸞
に
あ
っ
て
は
越
後
で
の
生
活
の
具
体
的
な 
現
実
の
業
縁
の
場
を
通
し
て
、
そ
の
社
会
的
広
が
り
の
中
に
第
二
十
願
の 
観
念
の
殻
を
破
っ
て
、
広
大
無
辺
な
る
自
然
法
爾
の
世
界
へ
と
転
ぜ
ら
れ 
て
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
具
体
的
な
教
化
活 
動
の
実
践
に
踏
み
出
し
て
、
始
め
て
既
述
の
如
き
よ
り
深
刻
な
「
念
仏
申 
し
候
へ
ど
も
」
と
い
う
疑
念
に
つ
き
当
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
念
仏
の
救 
い
に
あ
づ
か
っ
た
喜
び
か
ら
、
や
が
て
雄
々
し
く
伝
道
者
の
意
識
に
立
つ 
て
「
教
人
信
」
の
実
践
に
踏
み
出
す
と
同
時
に
、
「
以
ー
ー
本
願
嘉
号-
為
一
ー
己 
善
根­
」
し
、
仏
の
救
い
を
「
わ
が
も
の
が
ほ
に
と
り
か
へ
さ
ん
」
と
す 
る
自
己
内
奥
に
潜
む
根
強
い
我
性
に
撞
着
し
、
今
ま
で
満
ち
足
り
ぬ
思
い 
や
重
苦
し
い
気
分
の
底
に
何
か
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
こ
の
も
の
を
深
く 
反
省
し
、
懺
悔
せ
し
め
る
機
会
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
小 
慈
小
悲
も
な
け
れ
ど
も
、
名
利
に
人
師
を
こ
の
む
な
り
」(
聖
全
一
ニ
五
三
一) 
と
述
懐
せ
る
如
く
、
こ
の
教
化
活
動
を
通
じ
て
絶
え
ず
重
苦
し
い
名
利
の 
我
性
の
癖
を
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
「
げ
に-
^
し
く
三
ぶ
き
や
う
を 
せ
ん
ぶ
よ
み
て
、
す
ざ
う
り
ゃ
く
の
た
め
に
と
て
よ
み
は
じ
め
て
あ
り 
し
」(
親
鸞
聖
人
行
実
，
五
三)
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
実
験
を
通
し
て
こ
そ
、 
は
じ
め
て
「
人
の
し
う
し
ん
じ
り
き
の
し
ん
は
、
よ
く̂
^
し
り
よ
あ
る 
べ
し
」(
同
・
五
四)
と
自
執
の
咎
が
明
ら
か
に
批
判
せ
ら
れ
、
徐
々
に
自
然 
法
爾
な
る
真
実
他
力
救
済
の
世
界
に
転
入
せ
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
転
入
の
体
験
の
内
に
、
「
果
遂
之
誓
良
有
一
ー
由
一
哉
」(
聖
全
二'
ー
ー
〇
九) 
と
い
う
第
二
十
願
果
遂
の
願
意
を
深
く
汲
み
取
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
既
述
の
如
き
無
底
な
る
罪
障
の
自
覚
が
念
仏
者
を
圧
迫
し
た
の
は
、
自 
覚
と
い
う
相
に
お
い
て
深
く
そ
の
罪
障
性
を
執
し
、
以
て
救
済
を
要
請
す 
る
と
い
う
な
お
一
層
深
い
自
我
心
が
潜
在
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ 
の
場
合
、
十
九
願
的
自
我
に
破
れ
た
と
い
っ
て
も
、
自
覚
の
相
に
お
い
て 
罪
障
性
を
執
し
て
い
る
主
体
は
な
お
自
我
で
あ
る
か
ら
、
第
二
十
願
的
在 
り
方
は
な
お
か
つ
自
我
意
識
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
廻
心
と
い 
う
形
で
自
我
が
身
体
性
に
帰
投
し
つ
つ
、
同
時
に
身
体
的
主
体
が
自
我
を 
呑
み
尽
し
て
ゆ
く
、
こ
の
自
我
か
ら
身
体
性
へ
の
方
向
と
、
身
体
性
か
ら 
自
我
へ
の
方
向
と
の
接
触
点
に
お
い
て
、
自
我
は
限
り
な
く
身
体
性
に
執 
し
て
重
圧
を
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
第
二
十
願
の
機
が
「
不
定
聚
」
と 
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
執
」
の
自
覚
過
程
に
お
け
る
主
体
の
不 
定
性
を
言
う
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
悪
し
き
無
限
の
淵
に
沈
ん
で
ゆ
く 
孤
独
絶
望
の
自
覚
は
、
そ
の
自
覚
に
内
在
す
る
原
理
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ 
る
こ
と
は
な
い
。
救
済
は
、
外
か
ら
来
、
こ
の
墜
落
す
る
自
我
と
衝
突
し 
一
挙
に
こ
れ
を
跳
ね
上
げ
る
如
き
よ
り
根
源
的
・
彼
岸
的
な
も
の
と
出
遇 
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
定
聚
性
を
果
遂
せ
し
め
る
超
越
的
働
き
こ
そ
、
第
十
八 
願
文
中
の
「
唯
除
」
の
世
界
で
あ
ろ
う
。
「
唯
除
と
い
ふ
は
た
だ
の
ぞ
く 
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
五
逆
の
つ
み
び
と
を
き
ら
い
誹
謗
の
お
も
き
と
が 
を
し
ら
せ
む
と
」(
聖
全
一
ニ
五
七
八)
す
る
如
来
の
切
な
る
悲
心
で
あ
る
。 
「
如
来
尊
号
を
お
の
が
善
根
と
し
て
、
み
づ
か
ら
浄
土
に
廻
向
し
て
果
遂
の
誓
ひ
を
た
の
む
」(
聖
全
一V
五
五
七)
で
い
る
我
性
の
要
請
が
、
如
来
の
智 
慧
の
前
に
「
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
の
大
悲
の
誓
願
を
う
た
が
ふ
」(
同) 
罪
咎
と
し
て
唯
除
し
否
定
し
尽
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
思
え
ば
、
如
来
は 
本
願
に
お
い
て
「
若
不
生
者
不
取
正
覚
」
と
絶
対
の
救
い
を
誓
わ
れ
て
い 
た
で
は
な
い
か
。
そ
の
誓
い
は
、
衆
生
の
救
済
の
意
識
・
要
請
の
如
何
に 
か
か
わ
ら
ず
法
爾
と
し
て
、
無
条
件
に
救
い
給
う
約
束
で
あ
る
。
こ
の
如 
来
の
救
い
を
「
わ
が
も
の
が
ほ
に
と
り
か
へ
」
し
、
善
本
徳
本
の
名
号
を 
「
己
が
善
根
」
と
し
て
纂
奪
し
よ
う
と
す
る
限
り
な
き
傲
慢
さ
こ
そ
ヽ
と 
り
も
な
お
さ
ず
如
来
絶
対
の
救
済
を
疑
う
心
に
外
な
ら
な
い
。
「
そ
の
っ 
み
ふ
か
く
お
も
く
し
て
」(
聖
全
二
，
五
五
七)
、
結
果
「
七
宝
の
牢
獄
に
い
ま 
し
め
ら
れ
て
、
い
の
ち
五
百
歳
の
あ
い
だ
自
在
な
る
こ
と
あ
た
は
」
な
い
。 
た
だ
唯
除
の
世
界
に
立
た
し
め
ら
れ
る
時
に
の
み
、
大
悲
の
願
心
に
背
き 
続
け
て
来
た
無
始
以
来
の
我
性
の
深
さ
を
知
ら
し
め
ら
れ
、
そ
の
汚
れ
た 
る
小
手
は
根
底
よ
り
撤
回
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
こ
の
根
深
い
我 
性
を
悲
傷
し
て
、
「
悲
哉
垢
障
凡
愚
自
ー
ー
従
無
際
一
已
来
助
正
間
雑
定
散
心
雑
故
出
離
無
ー
ー 
其
期
一
自
度
ー
ー
流
転
輪
廻-
超
ー
一
過
微
塵
劫
一
叵
三
帰
一
ー
仏
願
カ
ー
叵
ー
ニ
入-
大
信 
海
一
良
可
二
傷
嗟
一
深
可
一
ー
悲
歎
一
凡
大
小
聖
人
一
切
善
人
以
ー
ー
本
願
嘉
号
ー 
為
二
己
善
根
一
故
不
旦
能
一
二
生
二
信
一
不
ー
ニ
了
二
仏
智
一
不
五
能
凶
了
ー
ニ
知
建
二
立
彼 
因
-
故
無
三
入
ー
ー
報
土 
一
也
」
竅
行
信
証
二'
ー
ー
〇
ハ)
と
悲
歎
懺
悔
し
て
い
る
。
誠
に
、
唯
除
の
鏡
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
衆
生
の
現
実
こ
そ
は
「
一
切
群 
生
海
・
自
ー
ー
従
無
始
一
已
来
乃
至
今
日
至
ー
ー
今
時
一
穢
悪
汚
染
無
二
清
浄
心
一
虚 
仮
諂
偽
無
二
真
実
心
一
」
竅
行
信
証
ー
ニ
ー
六)
と
い
う
「
無
有
出
離
之
縁
」
の
95
永
劫
流
転
の
相
の
外
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
衆
生
の
現
実
な
れ
ば
こ
そ
、 
そ
の
非
本
来
性
を
痛
ん
で
「
如
来
悲
ー
ー
憫
一
切
苦
悩
衆
生
海­
」(
同
・
ー
ー
七) 
し
給
い
、
久
遠
劫
来
の
そ
の
衆
生
の
無
明
の
大
地
に
沈
潜
し
て
「
如
来
以
一
一 
清
浄
真
心
一 
成
一
ー
就
円
融
無
碍 
不
可
思
議
不
可
称 
不
可
説
至
徳 
ー
 
以
ー
ー 
如
来
至 
心
一
回
二
施
諸
有
一
切
煩
悩
悪
業
邪
智
群
生
海­
」(
同)
し
給
う
て
い
た
の 
で
あ
る
。
「
如
来
智
慧
海
深
広
無
二
涯
底
一
二
乗
非
レ
所
レ
測
唯
仏
独
明
了
」 
(
聖
全
一
・
ー
ー
七)
と
説
け
る
如
く
、
如
来
智
慧
海
の
前
に
は
、
人
間
の
汚
れ 
た
る
計
い
は
払
い
除
か
れ
る
外
は
な
い
。
た
だ
そ
の
計
い
が
唯
除
さ
れ 
「
衆
生
識
ニ
其
本
罪
一
深
自
悔
責
」(
聖
全
一
・
四
四)
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に 
よ
っ
て
の
み
、
「
今
特
出
二
方
便
真
門
一
転
一
一
入
選
択
願
海
一
」
竅
行
信
証
二
・ 
三
〇
九)
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
「
果
遂
之
誓
良
有
ー
ー
由
一 
哉
爰
久
入
ー
ー
願
海
一
深
知
一
ー
仏
恩
ー
」(
同)
と
深
く
大
悲
方
便
の
果
遂
の
願
心 
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
転
入
に
お
い
て
、
全
く
生
存
主
体
の
主
客
が
転
倒
す
る
。 
即
ち
、
自
か
ら
を
邪
定
不
定
聚
た
ら
し
め
て
い
た
無
始
以
来
の
自
我
の
世 
界
が
否
定
さ
れ
て
、
「
我
れ
」
の
意
識
が
む
し
ろ
「
汝
」
と
呼
び
覚
さ
れ 
ね
ば
な
ら
な
い
真
実
主
体
の
声
を
聞
く
の
で
あ
る
。
今
こ
そ
、
無
始
よ
り 
執
し
続
け
て
来
た
第
十
九
、
二
十
願
的
在
り
方
の
主
体
こ
そ
、
第
十
八
願 
の
透
明
な
光
り
の
前
に
客
体
と
し
て
照
し
出
さ
れ
、
「
他
郷
」
と
批
判
さ 
れ
て
く
る
。
こ
の
「
他
郷
」
と
呼
び
か
け
る
第
十
八
願
「
本
国
」
の
声
を 
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
に
執
し
て
い
た
二
十
願
的
救
済
の
要
請
が
「
無 
有
出
離
之
縁
」
と
否
定
さ
れ
、
個
別
的
世
界
が
破
ら
れ
て
一
挙
に
無
始
以 
来
の
「
衆
生
海
」
の
現
実
相
に
浮
び
去
る
。
第
十
八
願
へ
の
転
入
は
、
た 
だ
こ
の
よ
う
な
挙
体
的
な
懺
悔
に
よ
っ
て
の
み
成
り
立
ち
、
そ
こ
に
お
い
て
「
即
是
利
他
信
海
也
」(
聖
全
二
・
四
六
七)
と
い
う
真
に
開
か
れ
た
「
願 
海
」
に
公
の
自
己
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
我
れ
を
越
え
て 
我
れ
を
摂
す
る
如
来
、
我
れ
に
お
い
て
は
絶
対
他
者
で
あ
り
、
彼
岸
で
あ 
る
如
来
に
遇
う
と
い
う
、
如
来
と
我
れ
と
の
明
確
な
分
限
の
自
覚
は
、 
「
聞
二
仏
願
生
起
本
末
二(
教
行
信
証
一
・
ニ
ニ
ハ)
と
い
う
「
聞
」
に
お
い
て 
こ
そ
成
り
立
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
「
き
く
と
い
ふ
は
信
心
を
あ
ら
わ
す 
御
の
り
な
り
」(
聖
全
二1
ハ
〇
五)
と
云
え
る
如
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
謙
虚
な 
聞
思
道
に
お
い
て
「
疑
蓋
無
雑
の
一
心
」
「
本
願
力
廻
向
の
信
心
」
が
成 
就
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
生
涯
を
か
け
て
「
聞
思
莫
一
ー
遅
慮
ー
」
竅
行
信 
証
一
・
七)
と
誡
め
た
親
鸞
の
「
聞
思
」
の
重
要
な
意
義
が
あ
る
。 
以
上
の
よ
う
な
「
聞
」
の
世
界
を
、
『
大
経
』
下
巻
の
願
成
就
文
に
「
諸 
有
衆
生
聞
二
其
名
号
一
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
至
心
廻
向
願
レ生
.
一
彼
国
一
即
得
一
一 
往
生
一
住
二
不
退
転
一
」 (
聖
全
ー
・ 
二
四)
と
、
信
楽
の
一
念
の
成
就
と
し
て
説 
か
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
他
力
廻
向
」
の
信
心
は
単
に
主
観
の
内
部
に 
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
具
体
的
歴
史
的
現
実
の
場 
に
お
い
て
成
り
立
つ
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
、
第
十
八
願
の
純
粋
無
雑
な 
る
真
実
信
心
の
成
立
す
る
前
提
と
な
り
、
背
景
と
な
り
、
又
根
源
的
法
則 
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
歴
史
的
世
界
が
見
開
か
れ
て
来
る
。
そ
れ
こ
そ
、 
第
十
七
願
成
就
文
と
し
て
説
か
れ
る
「
十
方
恒
沙
諸
仏
如
来
皆
共
讃=
嘆 
無
量
寿
仏
威
神
功
徳
不
可
思
議
一
」(
聖
全
ー
ニ
ー
四)
と
の
歴
史
的
大
行
成
就 
の
世
界
で
あ
る
。
第
十
七
願
は
、
願
文
に
お
い
て
も
、
成
就
文
に
お
い
て 
も
第
十
八
願
に
先
き
立
っ
て
説
か
れ
る
如
く
、
第
十
八
願
の
前
提
で
あ
り 
背
景
と
な
る
原
理
で
あ
る
。
こ
の
第
十
七
願
の
歴
史
的
世
界
が
開
か
れ
る
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こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
真
に
第
二
十
願
の
壁
を
越
え
る
こ
と
が
出
来
る
の 
で
は
な
い
か
。
第
十
七
願
文
は
、
即
ち
「
設
我
得
レ
仏
十
方
世
界
無
量
諸
仏
不
三
悉
咨
嗟 
称
ー
ー
我
名
一
者
不
ノ
取
ー
ー
正
覚
一
」(
聖
全7
九)
と
説
か
れ
る
。
親
鸞
は
、
こ 
の
願
を
「
即
是
名
二
諸
仏
称
揚
之
願
一
復
名
ー
ー
諸
仏
称
名
之
願
一
復
名
一
ー
諸
仏 
咨
嗟
之
願
一
亦
可
三
名
ニ
往
相
廻
向
之
願
一
亦
可
三
名
ニ
選
択
称
名
之
願
一
也
」 
(
教
行
信
証­
・
一
七)
と
名
づ
け
、
こ
の
願
を
以
て
「
行
巻
」
の
体
と
し
、 
「
浄
土
真
実
之
行 
選
択
本
願
之
行
」(
同
・
ニ
ハ)
と
い
う
行
の
原
理
を
見 
出
し
、
而
し
て
そ
の
行
の
歴
史
的
伝
承
が
明
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
願
は
、 
単
に
第
十
八
願
の
「
所
説
の
法
」
に
対
す
る
諸
仏
の
「
能
讃
」
の
言
葉
と
①
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
従
来
は
、
第
十
七
願
を
単
な
る
能
讃
の
教
と
さ 
れ
て
い
た
の
を
、
親
鸞
は
願
成
就
文
に
よ
っ
て
、
第
十
八
願
の
中
か
ら
第 
十
七
願
を
開
く
こ
と
に
よ
り
、
第
十
八
願
全
体
を
第
十
七
願
に
摂
め
て
し 
ま
う
。
即
ち
、
能
讃
も
所
讃
も
全
て
第
十
七
願
に
摂
め
る
と
い
う
。
第
十 
七
願
の
重
要
な
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
第
十
七
願 
は
第
十
八
願
た
る
選
択
本
願
之
行
で
あ
り
、
所
行
の
体
と
な
り
、
即
ち
第 
十
八
願
の
表
現
と
し
て
の
歴
史
的
伝
統
の
世
界
を
あ
ら
わ
す
こ
と
と
な
る. 
「
行
巻
」
の
初
め
に
、
「
大
行
者
則
称
二
無
碍
光
如
来
名­
」
竅
行
信
証
一
・
 
一
七)
と
明
か
し
、
そ
の
大
行
の
歴
史
的
伝
統
を
七
高
僧
に
挙
げ
て
、
最
後 
に
「
正
信
念
仏
偈
」
を
置
い
て
結
論
に
「
唯
可
三
信
二
斯
高
僧
説­
」
竅
行
信 
証7
九
一)
と
結
び
、
信
を
伝
統
に
摂
め
て
い
る
。
七
祖
の
念
仏
の
伝
承 
の
歴
史
を
通
じ
て
、
而
も
そ
の
伝
承
を
超
え
て
そ
の
底
に
一
貫
し
て
流
れ 
る
選
択
本
願
之
行
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
第
十
八
願
の
信
心
は
、
こ
の
第
十 
七
願
の
大
行
の
歴
史
に
依
っ
て
起
り
、
而
も
こ
の
歴
史
に
摂
ま
る
。
こ
の
大
行
の
み
が
全
て
で
あ
り
、
「
帰
一
ー
命
斯
行
信
一
者
」(
同'
ハ
ハ)
と
い
い
、 
信
を
も
行
に
摂
め
る
。
存
覚
の
『
六
要
鈔
』
に
、
「
行
中
摂
信
」(
聖
全
二
・ 
ニ
ー
ニ)
と
明
か
し
、
そ
の
所
以
を
「
行
所
行
法
・
信
是
能
信
」(
同)
と
明 
快
に
表
わ
し
て
い
る
。
「
所
信
」
と
言
わ
ず
「
所
行
法
」
と
言
う
所
に
、 
単
な
る
理
と
し
て
の
法
で
な
く
具
体
的
な
行
の
現
行
と
し
て
の
歴
史
が
語 
ら
れ
ヽ
そ
の
歴
史
的
現
行
の
法
の
中
に
あ
っ
て
信
を
立
て
る
。
又
「
能
行
」 
と
い
わ
ず
「
所
行
」
と
言
う
と
こ
ろ
に
一
行
の
主
体
を
大
行
に
摂
め
、
そ 
の
信
を
も
行
に
摂
め
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
行
は
、
信
の
歴
史
的
背
景
で 
あ
り
、
そ
の
歴
史
に
よ
っ
て
信
が
成
り
立
ち
、
こ
こ
に
信
を
全
く
私
す
べ 
き
何
も
の
も
な
い
。
「
親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す 
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
信
ず
る
ほ 
か
に
、
別
の
子
細
な
き
な
り
」(
言
行
篇
ー
・
五)
と
、
ど
こ
迄
も
「
よ
き
ひ 
と
」
に
帰
っ
て
聞
信
し
、
「
愚
身
の
信
心
」
に
帰
る
と
こ
ろ
に
、
疑
蓋
無 
雑
の
真
実
信
心
が
成
り
立
つ
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
十
七
願
に
依
っ
て
第
十
八
願
が
成
り
立
ち
、
第
十 
ハ
願
に
よ
っ
て
第
十
七
願
が
見
開
か
れ
成
り
立
つ
と
い
う
、
第
十
七
、
十 
ハ
の
二
願
は
互
に
鏡
と
な
っ
て
照
し
合
い
互
を
成
就
す
る
関
係
で
あ
る
。 
具
体
的
な
信
仰
生
活
に
お
い
て
、
「
沈
ー
ー
自
性
唯
心
一
」(
教
行
信
証
一
・
九
五) 
み
「
迷
ニ
定
散
自
心­
」
う
と
い
う
第
二
十
願
の
沈
迷
を
超
え
る
道
は
、
た 
だ
第
十
七
願
の
諸
仏
称
揚
・
讃
嘆
の
教
え
に
遇
う
外
は
な
い
。
「
雖
三
作
ー
ー 
業
行
一
心
生
二
軽
慢­
」
じ
、
「
常
与
一
ー
名
利
一
相
応
」
し
、
「
人
我
自
覆
不
三 
親
二
近
同
行
善
知
識
ー
」
と
い
う
個
別
独
善
の
小
世
界
に
胡
座
を
か
く
二
十 
願
機
を
破
る
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
自
心
に
執
え
ら
れ
た
内
在
の
立
場
を
、
 
絶
対
の
権
威
を
以
て
外
か
ら
迫
り
破
っ
て
く
る
具
体
的
な
働
き
が
な
け
97
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
二
十
願
機
を
果
遂
せ
し
め
る
一
つ
の
働
き
こ
そ
、 
諸
仏
の
称
揚
讃
嘆
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
に
諸
仏
は
種
々
に
方
便
し
て
、 
前
に
な
り
後
に
な
っ
て
信
仰
の
停
滞
を
破
り
、
真
実
信
心
を
守
護
せ
し
め 
る
働
き
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
の
諸
仏
の
尖
端
に
立
た
れ
る
の
が
、
「
よ 
き
ひ
と
」
即
ち
善
知
識
で
あ
り
、
こ
こ
に
善
知
識
は
信
仰
に
お
け
る
重
要 
な
意
義
を
持
っ
て
く
る
。
親
鸞
に
と
っ
て
「
よ
き
ひ
と
」
法
然
は
、
信
の 
世
界
に
導
き
入
れ
た
師
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
後
の
親
鸞
の
信
仰
生
活
を 
終
始
一
貫
し
て
支
配
し
た
根
本
原
理
で
も
あ
っ
た
。
「
よ
き
ひ
と
」
が
、 
単
に
過
ぎ
去
っ
た
日
の
感
激
の
思
い
出
の
人
と
い
う
だ
け
で
、
常
に
こ
の 
邂
逅
が
現
在
に
お
い
て
反
復
内
在
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
信
仰
は
現
実 
の
状
況
の
変
遷
に
よ
っ
て
粉
砕
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。 
「
化
身
土
巻
」
の
真
門
釈
を
明
か
す
終
り
の
方
に
、
『
涅
槃
経
』
の
「
ー
 
切
梵
行
因
善
知
識
一
切
梵
行
因
雖
一
ー
無
量
一
説
ー
ー
善
知
識
一
則
已
摂
尽
如
二
我 
所
説
ー
ー
切
悪
行
邪
見
一
切
悪
行
因
雖
二
無
量
一
若
説
ニ
邪
見
一
則
已
摂
尽
」 
(
教
行
信
証
二
・
三
〇
二)
の
文
を
引
き
、
一
切
梵
行
の
根
本
は
善
知
識
に
尽
き 
る
こ
と
が
説
か
れ
、
悪
行
の
因
こ
そ
は
善
知
識
を
忘
れ
て
自
心
に
僑
る
邪 
見
が
根
本
た
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
更
に
「
如
一
一
是
一
之
人
雖
覆
有
一
ー 
信
一
不
三
能
一
ー
推
求
一
是
故
名
為
二
信
不
具
足
ー
」
「
是
人
信
心
従
二
聞
一
而
生
不
四 
従
一
一
思
一
生
二
是
故
名
為
一
ー
信
不
具
足
ー
」(
教
行
信
証
ニ
ニ
ー
ー
〇
三)
と
説
か
れ
、
善 
知
識
よ
り
聞
い
た
教
え
を
現
実
に
「
推
求
」
す
る
こ
と
、
常
に
「
思
」
う 
こ
と
が
な
け
れ
ば
「
信
不
具
足
」
に
堕
す
る
の
で
あ
る
と
。
こ
れ
は
、
お 
そ
ら
く
親
鸞
が
法
然
と
別
離
し
た
後
に
起
っ
て
来
た
課
題
で
あ
っ
た
。
既 
述
の
如
く
、
師
教
と
の
邂
逅
に
よ
っ
て
獲
た
歓
喜
は
時
が
た
ち
又
師
か
ら 
離
れ
る
に
連
れ
て
薄
ら
ぎ
、
や
が
て
念
仏
申
す
身
の
内
に
深
い
絶
望
と
懐
疑
が
起
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
絶
望
に
は
、
単
に
自
己
自
身
に
絶
望 
す
る
の
み
な
ら
ず
、
又
「
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
」
に
対
し
て
も
無
意
識
に 
絶
望
し
て
い
る
。
第
二
十
願
の
機
は
、
自
己
自
身
に
絶
望
し
つ
つ
、
し
か 
も
そ
の
絶
望
に
お
い
て
自
か
ら
師
に
対
し
、
如
来
廻
向
の
救
済
に
対
し
て 
反
抗
し
て
い
る
最
も
根
源
罪
的
在
り
方
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
一
切
悪
行 
の
因
た
る
邪
見
が
増
上
す
る
。
し
か
し
こ
の
最
奥
の
絶
望
に
お
い
て
こ
そ
、
 
か
え
っ
て
善
知
識
の
深
い
意
義
が
始
め
て
十
全
に
救
済
力
を
発
揮
す
る
の 
で
あ
ろ
う
。
「
よ
き
ひ
と
」
と
は
如
何
な
る
人
で
あ
っ
た
か
。
彼
は
自
か 
ら
無
な
る
こ
と
を
懺
悔
し
て
ど
こ
迄
も
名
号
に
全
託
し
専
修
称
名
し
て
行 
っ
た
で
は
な
い
か
。
彼
の
教
え
た
こ
と
も
、
又
彼
の
如
く
せ
よ
と
い
う
こ 
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
今
こ
そ
真
に
「
よ
き
ひ
と
」
の
懺
悔
の
姿
を
我
が 
身
に
引
き
当
て
て
推
求
す
る
時
で
あ
る
。
「
「
よ
き
ひ
と
」
と
の
遭
遇
は
、
過
去
の
出
来
事
で
も
、
思
い
出
で
も 
な
く
、
開
よ
り
思
に
進
ん
だ
今
こ
そ
決
断
の
瞬
間
で
あ
り
、
今
こ
そ
こ
の 
絶
望
に
お
い
て
し
か
も
信
ず
る
か
否
か
が
、
真
に
難
値
難
見
の
善
知
識
と 
の
遭
遇
を
「
真
の
強
縁
」
た
ら
し
め
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。 
故
に
建
仁
辛
酉
暦
法
然
に
あ
っ
た
と
い
う
親
鸞
の
歴
史
的
出
来
事
は
、
彼 
の
信
仰
の
こ
の
現
在
を
通
じ
て
始
め
て
真
の
意
義
を
発
揮
す
る
。
」
第
十 
ハ
願
の
機
に
お
い
て
は
、
名
号
を
執
持
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
自
己
の
決 
断
に
対
す
る
信
頼
か
ら
で
な
く
、
む
し
ろ
「
よ
き
ひ
と
」
の
自
覚
を
信
頼 
す
る
こ
と
に
お
い
て
成
立
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
に
信
仰
は
、
単
に 
個
人
の
宗
教
的
決
断
の
枠
を
破
っ
て
、
自
己
の
自
覚
の
底
を
貫
い
た
歴
史 
的
決
断
と
な
り
、
善
知
識
も
単
に
主
体
の
内
部
の
内
的
自
覚
の
領
域
を
脱 
し
て
、
真
に
私
に
対
面
す
る
歴
史
的
諸
仏
と
し
て
仰
が
れ
て
く
る
。
こ
の
98
よ
う
に
具
体
的
に
善
知
識
を
持
ち
常
に
師
教
を
憶
念
し
「
よ
き
ひ
と
」 
ひ
い
て
は
諸
仏
讚
嘆
の
世
界
に
全
我
を
投
入
帰
託
し
仰
い
で
ゆ
く
と
こ
ろ 
に
、
「
自
心
」
に
沈
迷
す
る
二
十
願
の
弊
を
脱
し
、
僑
慢
を
離
れ
し
む
の 
で
あ
り
、
こ
の
諸
仏
讃
嘆
の
教
え
に
遇
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
我
等
は 
「
不
見
三
宝
」
の
胎
宮
を
破
っ
て
、
常
に
新
し
く
「
今
特
」
と
い
う
「
今
現
在
」
に
信
仰
の
生
命
を
反
復
相
続
せ
し
め
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
で
は
な
か 
ろ
う
か
。
註①
 
倉
我
盘
深
述
「
教
行
信
証
内
擾
」
ハ
一
ー
頁
耘
照
・
②
 
武
内
義
範
著
「
教
行
信
証
の
哲
学
」
一
六
四
頁
。
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